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調査研究実績 

の概要○○○ 

本研究では，対話者の身体的アバタを仮想空間上に配置した身体的バーチャルコミュニ

ケーションシステムEVCOSにおいて，身体的アバタを介した自己参照を行いつつ対話の場

を捉え，さらに別の対話動作を行いながら自然に振る舞い，かつ対話者の声にうなずき反

応するキャラクタシステムを新たに構築

し，コミュニケーション効果の分析評価を

行った．19～22歳までの同性2人1組の男女

各3組の計12人に対してコミュニケーショ

ン実験を行った結果，人型である観客キャ

ラクタがうなずき反応を提示することによ

るコミュニケーション支援の有効性を示し

た． 

また，発話活性度および感情極性を用いて話者の状態を推定し，それぞれの状態に対応

した適切な身体動作を行うことで話者の状態に寄り添う，身体引き込みキャラクタシステ

ムを開発した．まず入力音声をRealSense SDK (Intel) の音声認識ツールによってテキスト

化，テキストを感情極性対応表(単語とその単語に含まれる感情を数値化した感情極性値が

羅列された表) 内の単語と照合し，一致する単語があればその感情極性値を抽出する．ま

た発話時間率 Speech Activity(SA)を活性度とすることで，ラッセルの円環モデルに基づい

て状態推定モデルを定義し，話者の語り掛けに対して自動生成する身体引き込み動作に加

え，この4つの状態に対応した動作を行う．肯定発話状態では，Positive Lowで状態を維持

するために連続うなずき+笑顔や深いうなずき＋笑顔の同調動作，Positive Highで盛り上が

りに呼応するために体と手を上下させる＋笑顔(喜ぶ)やうなずき＋拍手＋笑顔(笑い) の盛

り上げ動作を行う．また否定発話状態では，

Negative Lowで肯定的な発話へ変化させるた

めに手と頭を左右に振る(否定)や体を傾け手

を横に出す (ツッコミ動作 )の否定動作，

Negative Highで落ち着かせるために口の開閉

＋体を傾ける＋腕を上下(宥める)や腕を組む

＋首をかしげる(疑問) の緩和動作を行う．今

後開発したシステムを用いてコミュニケーシ

ョン実験を行う予定である． 
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